
(57)【要約】

【課題】シール性を向上させ、連続開閉を行ってもダイ

ヤフラムが破損することなく長期間使用することができ

るダイヤフラムバルブを提供する。

【解決手段】入口流路３と出口流路４とこれら両流路３

、４の間に位置し、かつ、流路を湾曲させる仕切壁５と

を有する弁本体１と、弁本体１に取付けられたボンネッ

ト１５と、ボンネット１５に支承され、駆動部と係合す

るステム１８の下端に固定されたコンプレッサ１４と、

コンプレッサ１４に固定されるとともに弁本体１とボン

ネット１５との間に挟持され、仕切壁５に圧接及び離間

される線状突条部１０と弁本体１上面の開口部２周辺に

圧接される環状突条部１１とが形成されたダイヤフラム

９とを具備するダイヤフラムバルブにおいて、線状突条

部１０に、線状突条部１０より幅の小さい突条部１２を

少なくとも一段設ける。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 口 流 路 と 出 口 流 路 と こ れ ら 両 流 路 の 間 に 位 置 し 、 且 つ 流 路 を 湾 曲 さ せ る 仕 切 壁 と を 有
す る 弁 本 体 と 、 該 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た ボ ン ネ ッ ト と 、 該 ボ ン ネ ッ ト に 支 承 さ れ 、 駆 動 部
と 係 合 す る ス テ ム の 下 端 に 固 定 さ れ た コ ン プ レ ッ サ と 、 該 コ ン プ レ ッ サ に 固 定 さ れ る と と
も に 該 弁 本 体 と 該 ボ ン ネ ッ ト と の 間 に 挟 持 さ れ 、 該 仕 切 壁 上 面 に 圧 接 及 び 離 間 さ れ る 線 状
突 条 部 と 該 弁 本 体 上 面 の 開 口 部 周 辺 に 圧 接 さ れ る 環 状 突 条 部 と が 形 成 さ れ た ダ イ ヤ フ ラ ム
と を 具 備 す る ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ に お い て 、 該 線 状 突 条 部 に 、 該 線 状 突 条 部 よ り 幅 の 小 さ
い 突 条 部 が 少 な く と も 一 段 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 突 条 部 が 、 前 記 線 状 突 条 部 に お け る 全 体 ま た は 流 路 軸 線 を 基 準 に し て 左 右 対 称 の 位
置 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弁 本 体 の 仕 切 壁 上 面 が 、 前 記 開 口 部 よ り 低 く 設 け ら れ た 平 面 状 の 底 面 部 と 、 該 底 面
部 か ら 該 開 口 部 に 向 か っ て 立 ち 上 が る テ ー パ 状 ま た は 円 弧 状 の 斜 面 部 と 、 該 底 面 部 と 該 斜
面 部 と の 間 の 湾 曲 面 部 と で 形 成 さ れ 、 前 記 線 状 突 状 部 の 、 該 仕 切 壁 の 底 面 部 お よ び ／ ま た
は 湾 曲 面 部 に 相 対 す る 位 置 に 、 前 記 突 条 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は
請 求 項 ２ に 記 載 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 線 状 突 状 部 お よ び 前 記 突 条 部 の 断 面 形 状 が 略 半 円 弧 状 で あ り 、 該 突 条 部 の 高 さ が 前
記 仕 切 壁 上 面 の 最 小 幅 Wに 対 し て ０ ． ０ ５ W～ ０ ． １ ５ Wの 範 囲 で あ り 、 且 つ 該 突 条 部 の 幅
が 該 線 状 突 条 部 の 幅 の ０ ． ２ 倍 ～ ０ ． ９ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３
の い ず れ か に 記 載 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 弁 本 体 の 開 口 部 の 直 径 Ｄ と 、 該 弁 本 体 上 面 と 前 記 仕 切 壁 の 底 部 の 間 の 高 さ Ｈ と が 、
Ｈ ＝ ０ ． １ ８ Ｄ ～ ０ ． ３ １ Ｄ の 範 囲 で 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４
の い ず れ か に 記 載 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 線 状 突 条 部 に 厚 肉 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ
か に 記 載 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 駆 動 部 が 、 手 動 式 、 空 気 駆 動 式 ま た は 電 気 駆 動 式 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 入 口 流 路 と 出 口 流 路 と こ れ ら 両 流 路 の 間 に 位 置 し 、 且 つ 流 路 を 湾 曲 さ せ る 仕 切 壁 と を 有
す る 弁 本 体 と 、 該 弁 本 体 に 取 付 け ら れ た ボ ン ネ ッ ト と 、 該 ボ ン ネ ッ ト に 支 承 さ れ 、 駆 動 部
と 係 合 す る ス テ ム の 下 端 に 固 定 さ れ た コ ン プ レ ッ サ と 、 該 コ ン プ レ ッ サ に 固 定 さ れ る と と
も に 該 弁 本 体 と 該 ボ ン ネ ッ ト と の 間 に 挟 持 さ れ 、 該 仕 切 壁 上 面 に 圧 接 及 び 離 間 さ れ る 線 状
突 条 部 と 該 弁 本 体 上 面 の 開 口 部 周 辺 に 圧 接 さ れ る 環 状 突 条 部 と が 形 成 さ れ た ダ イ ヤ フ ラ ム
と を 具 備 す る ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ に お い て 、 該 線 状 突 条 部 の 両 側 に 位 置 す る 接 液 面 に 該 線
状 突 条 部 と 平 行 に 溝 部 が 設 け ら れ 、 弁 閉 塞 時 に 該 仕 切 壁 に お け る 上 面 と 立 ち 上 が り 面 の 交
差 部 が 該 溝 部 底 面 に 当 接 し な い こ と を 特 徴 と す る ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 弁 本 体 の 開 口 部 の 直 径 Ｄ と 、 該 弁 本 体 上 面 と 前 記 仕 切 壁 の 底 部 の 間 の 高 さ Ｈ と が 、
Ｈ ＝ ０ ． １ ８ Ｄ ～ ０ ． ３ １ Ｄ の 範 囲 で 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の ダ イ ヤ
フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 線 状 突 条 部 に 厚 肉 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ま た は 請 求 項 ９ に 記 載 の
ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 駆 動 部 が 、 手 動 式 、 空 気 駆 動 式 ま た は 電 気 駆 動 式 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８
乃 至 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 流 体 （ 水 、 純 水 、 腐 食 性 の あ る 薬 液 な ど ） の 輸 送 配 管 ラ イ ン に 使 用 さ れ
る ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ に 関 す る も の で あ り 、 さ ら に 詳 し く は 、 シ ー ル 性 を 向 上 さ せ 、 連 続
開 閉 を 行 っ て も ダ イ ヤ フ ラ ム が 破 損 す る こ と な く 長 期 間 使 用 す る こ と が で き る ダ イ ヤ フ ラ
ム バ ル ブ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ダ イ ヤ フ ラ ム 弁 お よ び そ の シ ー ル 構 造 は 図 １ １ 、 図 １ ２ に 示 す よ う な も の が あ っ
た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 構 成 は 、 開 口 部 １ ０ １ 及 び こ の 開 口 部 １ ０ １ に 臨 む
弁 座 １ ０ ２ を 有 す る 弁 本 体 １ ０ ３ と 、 開 口 部 １ ０ １ を 封 止 す る ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ と 、 ダ
イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ を 弁 本 体 １ ０ ３ と 挟 着 す る ボ ン ネ ッ ト １ ０ ５ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ に
連 結 し ボ ン ネ ッ ト １ ０ ５ に 設 け た 案 内 溝 に 沿 っ て ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ を 上 下 動 さ せ て こ の
ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ を 弁 座 １ ０ ２ に 対 し て 離 間 又 は 着 座 さ せ る コ ン プ レ ッ サ １ ０ ６ と を 備
え 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ の 挟 着 部 分 に 環 状 突 条 １ ０ ７ を 形 成 し た も の で あ り 、 環 状 突 条 １
０ ７ は ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ の 接 液 面 に お け る 挟 着 部 分 に 形 成 し 、 か つ 環 状 突 条 １ ０ ７ と ほ
ぼ 同 一 の 高 さ の シ － ル ゾ － ン １ ０ ８ を 環 状 突 条 １ ０ ７ の 外 側 に 形 成 し た も の で あ っ た 。 こ
の ダ イ ヤ フ ラ ム 弁 の 弁 座 １ ０ ２ は 、 開 口 部 １ ０ １ よ り 低 く 設 け ら れ た 底 面 部 １ １ ０ と 、 底
面 部 １ １ ０ か ら 開 口 部 １ ０ １ に 向 か っ て 立 ち 上 が る 円 弧 状 の 斜 面 部 １ １ １ か ら 形 成 さ れ 、
こ の 弁 座 １ ０ ２ に ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ の 線 状 突 条 １ ０ ９ が 圧 接 さ れ る も の で あ っ た 。 そ の
効 果 は 、 圧 力 流 体 の 全 閉 時 に お け る 管 路 内 漏 出 の み な ら ず 管 路 外 漏 出 が 解 消 さ れ る も の で
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ２ － ４ ７ ３ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 図 １ １ に 示 す 前 記 従 来 の ダ イ ヤ フ ラ ム 弁 の シ ー ル 構 造 は 、 線 状 突 条 １ ０
９ を 弁 座 １ ０ ２ に 圧 接 さ せ る 構 成 上 、 連 続 開 閉 を 行 い な が ら 長 期 間 使 用 す る と 線 状 突 条 １
０ ９ が 劣 化 し て 、 特 に 線 状 突 条 １ ０ ９ の 弁 座 １ ０ ２ の 底 面 部 １ １ ０ お よ び 底 面 部 １ １ ０ と
斜 面 部 １ １ １ の 間 の 湾 曲 面 部 １ １ ２ に 圧 接 さ れ る 箇 所 は 、 弁 座 １ ０ ２ に 強 く 押 し 潰 す よ う
に 圧 接 さ れ る た め 劣 化 し 易 く 、 線 状 突 条 １ ０ ９ が 破 損 す る 恐 れ が あ る と い う 問 題 が あ っ た
。 ま た 、 ダ イ ヤ フ ラ ム 弁 の 弁 座 １ ０ ２ は 安 定 し た シ ー ル を 行 う た め に 弁 座 １ ０ ２ の 面 を 平
滑 に す る た め の 後 加 工 が 行 わ れ る が 、 通 常 は ダ イ ヤ フ ラ ム 弁 の 弁 本 体 １ ０ ３ を ス ピ ン ド ル
軸 線 方 向 を 中 心 に 回 転 さ せ て 旋 盤 加 工 さ れ る た め 、 湾 曲 面 部 １ １ ２ は 旋 盤 加 工 の 性 質 上 、
平 面 で は な く 凹 面 形 状 に 形 成 さ れ 、 弁 座 １ ０ ２ の 立 ち 上 が り 面 と 湾 曲 面 と の 交 差 部 が わ ず
か に 突 起 し た 形 状 と な る （ 図 ５ の 湾 曲 面 部 参 照 ） 。 こ の と き 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ の 線 状
突 条 １ ０ ９ が 弁 座 １ ０ ２ に 強 く 押 し 潰 れ る よ う に 圧 接 さ れ る と 、 湾 曲 面 部 １ １ ２ の 交 差 部
が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ４ の 線 状 突 条 １ ０ ９ 周 辺 の 面 に 当 接 し 、 連 続 開 閉 に よ り 交 差 部 と 線 状
突 条 １ ０ ９ 周 辺 の 面 の 当 接 部 分 か ら 破 損 し 、 流 体 漏 れ を 起 こ す 恐 れ が あ る と い う 問 題 が あ
っ た 。 こ れ は 交 差 部 に 丸 み を 設 け る こ と で 改 善 さ れ る が 、 マ シ ニ ン グ セ ン タ で 加 工 し な け
れ ば な ら な く な り 、 手 間 と 時 間 が か か り 加 工 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。 な お
、 上 記 問 題 は 、 弁 本 体 １ ０ ３ の 上 面 部 と 弁 座 １ ０ ２ の 底 面 部 １ １ ０ と の 高 さ を 大 き く し て
弁 座 １ ０ ２ を 深 く 設 け た 場 合 に よ り 発 生 し 易 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 シ ー ル 性 を 向 上
さ せ 、 連 続 開 閉 を 行 っ て も ダ イ ヤ フ ラ ム が 破 損 す る こ と な く 長 期 間 使 用 す る こ と が で き る
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ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 願 第 一 発 明 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ の 構 成 を 図 に 基 づ い て 説
明 す る と 、 入 口 流 路 ３ と 出 口 流 路 ４ と こ れ ら 両 流 路 ３ 、 ４ の 間 に 位 置 し 、 且 つ 流 路 を 湾 曲
さ せ る 仕 切 壁 ５ と を 有 す る 弁 本 体 １ と 、 弁 本 体 １ に 取 付 け ら れ た ボ ン ネ ッ ト １ ５ と 、 ボ ン
ネ ッ ト １ ５ に 支 承 さ れ 、 駆 動 部 と 係 合 す る ス テ ム １ ８ の 下 端 に 固 定 さ れ た コ ン プ レ ッ サ １
４ と 、 コ ン プ レ ッ サ １ ４ に 固 定 さ れ る と と も に 弁 本 体 １ と ボ ン ネ ッ ト １ ５ と の 間 に 挟 持 さ
れ 、 仕 切 壁 ５ 上 面 に 圧 接 及 び 離 間 さ れ る 線 状 突 条 部 １ ０ と 弁 本 体 １ 上 面 の 開 口 部 ２ 周 辺 に
圧 接 さ れ る 環 状 突 条 部 １ １ と が 形 成 さ れ た ダ イ ヤ フ ラ ム ９ と を 具 備 す る ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル
ブ に お い て 、 線 状 突 条 部 １ ０ に 、 線 状 突 条 部 １ ０ よ り 幅 の 小 さ い 突 条 部 １ ２ が 少 な く と も
一 段 設 け ら れ た こ と を 第 一 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 突 条 部 １ ２ が 、 前 記 線 状 突 条 部 １ ０ に お け る 全 体 ま た は 流 路 軸 線 を 基 準 に し て 左 右
対 称 の 位 置 に 設 け ら れ た こ と を 第 二 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 弁 本 体 １ の 仕 切 壁 ５ 上 面 が 、 前 記 開 口 部 ２ よ り 低 く 設 け ら れ た 平 面 状 の 底 面 部 ６ と
、 底 面 部 ６ か ら 開 口 部 ２ に 向 か っ て 立 ち 上 が る テ ー パ 状 ま た は 円 弧 状 の 斜 面 部 ７ と 、 底 面
部 ６ と 斜 面 部 ７ と の 間 の 湾 曲 面 部 ８ と で 形 成 さ れ 、 前 記 線 状 突 条 部 １ ０ の 、 仕 切 壁 ５ の 底
面 部 ６ お よ び ／ ま た は 湾 曲 面 部 ８ に 相 対 す る 位 置 に 、 前 記 突 条 部 １ ２ が 設 け ら れ た こ と を
第 三 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 線 状 突 状 部 １ ０ お よ び 前 記 突 条 部 １ ２ の 断 面 形 状 が 略 半 円 弧 状 で あ り 、 突 条 部 １ ２
の 高 さ が 前 記 仕 切 壁 ５ 上 面 の 最 小 幅 Wに 対 し て ０ ． ０ ５ W～ ０ ． １ ５ Wの 範 囲 で あ り 、 且 つ
突 条 部 １ ２ の 幅 が 線 状 突 条 部 １ ０ の 幅 の ０ ． ２ 倍 ～ ０ ． ９ 倍 で あ る こ と を 第 四 の 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 弁 本 体 １ の 開 口 部 ２ の 直 径 Ｄ と 、 弁 本 体 １ 上 面 と 前 記 仕 切 壁 ５ の 底 部 の 間 の 高 さ Ｈ
と が 、 Ｈ ＝ ０ ． １ ８ Ｄ ～ ０ ． ３ １ Ｄ の 範 囲 で 設 け ら れ る こ と を 第 五 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 線 状 突 条 部 １ ０ に 厚 肉 部 ３ １ が 設 け ら れ た こ と を 第 六 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 駆 動 部 が 、 手 動 式 、 空 気 駆 動 式 ま た は 電 気 駆 動 式 で あ る こ と を 第 七 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 願 第 二 発 明 の 構 成 は 、 前 記 同 様 に 説 明 す る と 、 入 口 流 路 ３ と 出 口 流 路 ４ と こ れ
ら 両 流 路 ３ 、 ４ の 間 に 位 置 し 、 且 つ 流 路 を 湾 曲 さ せ る 仕 切 壁 ５ と を 有 す る 弁 本 体 １ と 、 弁
本 体 １ に 取 付 け ら れ た ボ ン ネ ッ ト １ ５ と 、 ボ ン ネ ッ ト １ ５ に 支 承 さ れ 、 駆 動 部 と 係 合 す る
ス テ ム １ ８ の 下 端 に 固 定 さ れ た コ ン プ レ ッ サ １ ４ と 、 コ ン プ レ ッ サ １ ４ に 固 定 さ れ る と と
も に 弁 本 体 １ と ボ ン ネ ッ ト １ ５ と の 間 に 挟 持 さ れ 、 仕 切 壁 ５ 上 面 に 圧 接 及 び 離 間 さ れ る 線
状 突 条 部 １ ０ と 弁 本 体 １ 上 面 の 開 口 部 ２ 周 辺 に 圧 接 さ れ る 環 状 突 条 部 １ １ と が 形 成 さ れ た
ダ イ ヤ フ ラ ム ９ と を 具 備 す る ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ に お い て 、 線 状 突 条 部 １ ０ の 両 側 に 位 置
す る 接 液 面 に 線 状 突 条 部 １ ０ と 平 行 に 溝 部 ３ ６ が 設 け ら れ 、 弁 閉 塞 時 に 仕 切 壁 ５ に お け る
上 面 と 立 ち 上 が り 面 ２ １ の 交 差 部 ２ ２ が 溝 部 底 面 ３ ７ に 当 接 し な い こ と を 第 一 の 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 弁 本 体 １ の 開 口 部 ２ の 直 径 Ｄ と 、 弁 本 体 １ 上 面 と 前 記 仕 切 壁 ５ の 底 部 の 間 の 高 さ Ｈ
と が 、 Ｈ ＝ ０ ． １ ８ Ｄ ～ ０ ． ３ １ Ｄ の 範 囲 で 設 け ら れ る こ と を 第 二 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 線 状 突 条 部 １ ０ に 厚 肉 部 ３ １ が 設 け ら れ た こ と を 第 三 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-298065 A 2007.11.15



　 前 記 駆 動 部 が 、 手 動 式 、 空 気 駆 動 式 ま た は 電 気 駆 動 式 で あ る こ と を 第 四 の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 願 第 一 発 明 に お い て 、 突 条 部 １ ２ と は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 線 状 突 条 部 １ ０ よ り 幅 が 小
さ く 形 成 さ れ 、 線 状 突 条 部 １ ０ の 頂 点 部 よ り 段 を 重 ね て 突 出 し て 設 け ら れ た 部 分 で あ る 。
突 条 部 １ ２ は 、 線 状 突 条 部 １ ０ の 頂 点 部 に 対 し て 一 定 の 高 さ で 設 け る か 、 徐 々 に 高 さ を 変
え て 山 な り に 設 け る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 突 条 部 １ ２ は 線 状 突 条 部 １ ０ に 対 し て 少 な く
と も 一 段 設 け ら れ て い れ ば 良 く 、 多 段 設 け ら れ て も 良 い が 、 破 損 し に く い 強 度 を 保 持 す る
た め に は 、 突 条 部 １ ２ を 一 段 設 け る こ と が 好 適 で あ る 。 ま た 、 突 条 部 １ ２ は 線 状 突 条 部 １
０ の 全 体 に 設 け て も 良 く 、 線 状 突 条 部 １ ０ の 一 部 に 流 路 軸 線 を 基 準 に し て 左 右 対 称 の 位 置
に 設 け て も 良 い 。 こ れ は 弁 座 面 が 左 右 対 称 で 設 け ら れ て い る た め 、 安 定 し た シ ー ル 性 が 得
ら れ る の で 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 突 条 部 １ ２ は 、 線 状 突 条 部 １ ０ の 、 仕 切 壁 ５ 上 面 の 底 面 部 ６ お よ び ／ ま た は 湾 曲 面
部 ８ に 相 対 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と が 望 ま し い 。 こ れ は 弁 座 面 の シ ー ル が 最 も 要 求 さ れ
る 底 面 部 ６ や 湾 曲 面 部 ８ に 対 し て 突 条 部 １ ２ で 線 接 触 さ せ る こ と に よ り シ ー ル 性 を 向 上 さ
せ る た め 好 適 で あ る 。 特 に 湾 曲 面 部 ８ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 旋 盤 加 工 の 都 合 に よ り 平 面 で
は な く 凹 面 形 状 に 形 成 さ れ 、 仕 切 壁 ５ の 立 ち 上 が り 面 ２ １ と 湾 曲 面 部 ８ と の 交 差 部 ２ ２ が
わ ず か に 突 起 し た 形 状 と な る が 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 線 状 突 条 部 １ ０ が 弁 座 面 に 強 く 押 し 潰
す よ う に 圧 接 さ れ て も 、 線 状 突 条 部 １ ０ の 頂 点 部 か ら 突 出 し た 突 条 部 １ ２ が 設 け ら れ て い
る こ と に よ り 、 交 差 部 ２ ２ と 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ と は 圧 接 に よ り 潰 れ た 状 態 の 突
条 部 １ ２ 分 の 距 離 が 保 た れ る の で 、 湾 曲 面 部 ８ や 底 面 部 ６ で は 交 差 部 ２ ２ が 線 状 突 条 部 周
辺 の 接 液 面 ２ ３ に 当 接 す る こ と が な い 。 よ っ て 連 続 開 閉 を 行 う と き 全 閉 時 に 交 差 部 ２ ２ が
線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ に 当 接 し な い た め 、 従 来 の よ う に 毎 回 当 接 す る こ と で ダ イ ヤ
フ ラ ム ９ が 劣 化 し て 破 損 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る の で 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 突 条 部 １ ２ の 高 さ ｈ と は 、 図 ４ に 示 す よ う に 線 状 突 条 部 １ ０ の 頂 点 部 を 基 準 と し
た 突 条 部 １ ２ の 頂 点 部 ま で の 高 さ の こ と で あ り 、 線 状 突 条 部 １ ０ の 高 さ と は 、 ダ イ ヤ フ ラ
ム ９ の 接 液 面 か ら 線 状 突 条 部 １ ０ の 頂 点 部 ま で の 高 さ の こ と で あ る 。 ま た 突 条 部 １ ２ の 幅
ａ と は 、 図 ４ に 示 す よ う に 突 条 部 １ ２ と 線 状 突 条 部 １ ０ の 境 目 間 の 幅 の こ と で あ り 、 線 状
突 条 部 １ ０ の 幅 ｂ と は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 接 液 面 と 線 状 突 条 部 １ ０ の 境 目 間 の 幅 の こ と で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 線 状 突 条 部 １ ０ と 突 条 部 １ ２ の 断 面 形 状 は 、 略 半 円 弧 状 で あ る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、
図 ４ に 示 さ れ て い る 突 条 部 １ ２ の 高 さ ｈ は 、 仕 切 壁 ５ 上 面 の 最 小 幅 （ 以 下 、 弁 座 幅 と 記 す
） Ｗ に 対 し て ０ ． ０ ５ W～ ０ ． １ ５ Wの 範 囲 で あ る こ と が 望 ま し く 、 ０ ． ０ ８ W～ ０ ． １ ４ W
の 範 囲 で あ る こ と が よ り 望 ま し い 。 あ る 程 度 の 高 さ を 設 け る こ と で シ ー ル 性 を 向 上 さ せ る
と 共 に 、 突 条 部 １ ２ を 設 け て 交 差 部 ２ ２ と 線 条 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ と が 一 定 の 距 離 を
保 っ て 当 接 さ せ な い よ う に す る こ と で 、 連 続 開 閉 を 行 っ て も ダ イ ヤ フ ラ ム ９ を 破 損 さ せ な
い よ う に す る た め に 、 突 条 部 １ ２ の 高 さ ｈ が 交 差 部 ２ ２ 間 の 距 離 で あ る 弁 座 幅 Ｗ に 対 し て
０ ． ０ ５ Ｗ 以 上 で あ る 必 要 が あ り 、 突 条 部 １ ２ を 高 く さ せ す ぎ て 突 条 部 １ ２ の 圧 縮 強 度 が
低 下 し な い よ う に す る と 共 に 、 突 条 部 １ ２ に 応 力 が 集 中 し て ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 耐 久 性 が 低
下 す る の を 防 止 す る た め に 、 突 条 部 １ ２ の 高 さ ｈ が 弁 座 幅 Ｗ に 対 し て ０ ． １ ５ Ｗ 以 下 で あ
る 必 要 が あ る 。 ま た 、 同 様 に 突 条 部 １ ２ の 幅 ａ は 線 状 突 条 部 １ ０ の 幅 ｂ の ０ ． ２ 倍 ～ ０ ．
９ 倍 の 範 囲 で あ る こ と が 望 ま し く 、 ０ ． ２ ８ 倍 ～ ０ ． ８ ４ 倍 の 範 囲 で あ る こ と が よ り 望 ま
し い 。 弁 座 面 と 圧 接 し て シ ー ル す る の に 十 分 な 強 度 を 得 る た め に 突 条 部 １ ２ の 幅 ａ が 線 状
突 条 部 １ ０ の 幅 ｂ の ０ ． ２ 倍 以 上 で あ る 必 要 が あ り 、 突 条 部 １ ２ の 幅 ａ を 線 状 突 条 部 １ ０
の 幅 ｂ よ り 狭 く さ せ て 弁 座 面 と 突 条 部 １ ２ の 接 触 面 の 面 積 を 小 さ く す る こ と で シ ー ル 性 を
向 上 さ せ る た め に 突 条 部 １ ２ の 幅 ａ が 線 状 突 条 部 １ ０ の 幅 ｂ の ０ ． ９ 倍 以 下 で あ る 必 要 が
あ る 。 な お 、 上 記 範 囲 内 で あ れ ば 、 例 え ば 一 定 の 高 さ と 幅 で 形 成 さ れ た 線 状 突 条 部 １ ０ に
対 し て 突 条 部 １ ２ の 高 さ や 幅 の 比 率 を 徐 々 に 変 化 さ せ て 設 け て も 良 く 、 逆 に 高 さ や 幅 の 比
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率 を 徐 々 に 変 化 さ せ て 形 成 さ れ た 線 状 突 条 部 １ ０ に 一 定 の 高 さ と 幅 の 突 条 部 １ ２ を 設 け て
も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 願 第 二 発 明 に お け る 溝 部 ３ ６ と は 、 仕 切 壁 ５ に お け る 上 面 と 立 ち
上 が り 面 ２ １ の 交 差 部 ２ ２ が ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ３ の 接 液 面 に 弁 閉 塞 時 に 当 接 し な い よ う に 、
ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ３ の 線 状 突 条 部 ３ ４ の 両 側 に 平 行 に 設 け ら れ た 凹 み 部 分 で あ る 。 溝 部 ３ ６
は 、 そ の 底 面 ３ ７ が 弁 閉 塞 時 に 交 差 部 ２ ２ と 当 接 し な い の で あ れ ば 、 そ の 深 さ や 幅 や 形 状
は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 必 要 以 上 に 深 く 設 け ず 、 緩 や か な 丸 み を つ け た 形 状 に 形 成 す る こ
と が 望 ま し い 。 こ れ は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ３ の 肉 厚 に 急 激 に 変 化 を つ け た 箇 所 に 応 力 が 集 中
す る こ と を 防 止 す る た め 好 適 で あ る 。 ま た 、 湾 曲 面 部 ８ の 交 差 部 ２ ２ は 、 加 工 の 都 合 で 僅
か に 突 起 し た 形 状 と な り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ３ の 接 液 面 に 最 も 当 接 し 易 い の で 、 溝 部 ３ ６ は
湾 曲 面 部 ８ に 相 対 す る 位 置 が 最 も 深 く 設 け ら れ 他 の 部 分 は そ れ よ り 浅 く 設 け ら れ る こ と が
望 ま し い 。 こ の と き ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ３ の 、 非 接 液 面 の 溝 部 ３ ６ に 相 対 す る 位 置 （ 裏 側 ） を
厚 肉 に 設 け て も 良 く 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ３ 全 体 を 厚 肉 に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 願 第 一 発 明 と 第 二 発 明 （ 以 下 ま と め て 本 発 明 と 記 す 。 ） の 弁 本 体 １ 上 面 と 仕 切
壁 ５ の 底 面 部 ６ の 間 の 高 さ （ 以 下 弁 座 深 さ と 記 す ） Ｈ は 弁 本 体 １ の 開 口 部 ２ の 直 径 Ｄ と の
関 係 に お い て 、 Ｈ ＝ ０ ． １ ８ Ｄ ～ ０ ． ３ １ Ｄ の 範 囲 に 設 定 さ れ る こ と が 望 ま し い （ 図 ２ 参
照 ） 。 Ｈ を ０ ． １ ８ Ｄ よ り 小 さ く す る と 受 圧 面 積 が 小 さ く な る の で 、 バ ル ブ の シ ー ル 性 が
向 上 す る と 共 に バ ル ブ を コ ン パ ク ト に 設 け る こ と が で き る 反 面 、 流 量 が 小 さ く な っ て Ｃ Ｖ
値 が 低 下 し 、 一 方 、 Ｈ を ０ ． ３ １ よ り 大 き く す る と 流 量 が 大 き く な っ て Ｃ Ｖ 値 が 向 上 す る
反 面 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 変 形 量 が 大 き く な り ダ イ ヤ フ ラ ム ９ に 負 荷 が か か る か ら で あ る 。
従 っ て 、 開 口 部 ２ の 直 径 Ｄ を 小 さ く し て シ ー ル 性 を 向 上 さ せ る と 共 に バ ル ブ を コ ン パ ク ト
に 設 け る と 同 時 に 流 量 が 確 保 さ れ 十 分 な Ｃ Ｖ 値 を 維 持 す る た め に は 、 Ｈ は ０ ． １ ８ Ｄ ～ ０
． ３ １ Ｄ の 範 囲 に 設 定 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 願 第 一 発 明 に お け る ダ イ ヤ フ ラ ム の 線 状 突 条 部 ２ ９ に 厚 肉 部 ３ １
が 設 け ら れ て も 良 い 。 厚 肉 部 ３ １ と は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ８ の 線 状 突 条 部 ２ ９ に お い て 他 よ
り 膨 ら ん で 見 え る 形 状 の 部 分 の こ と で あ り 、 高 さ 方 向 お よ び ／ ま た は 幅 方 向 に 膨 隆 し た 形
状 で あ る こ と が 望 ま し い 。 厚 肉 部 ３ １ を 設 け る こ と に よ り 、 厚 肉 部 ３ １ の 弾 性 力 に よ り 線
状 突 条 部 ２ ９ が 弁 座 面 と 強 く 圧 接 さ れ て 高 い シ ー ル 性 を 得 る こ と が で き る の で 好 適 で あ る
。 ま た 、 ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ を 閉 状 態 に す る 場 合 に ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ８ が 上 か ら 強 く 圧 縮 し
な い 時 で も 線 状 突 条 部 ２ ９ が 弁 座 面 と 隙 間 が な い 状 態 で 接 触 す る こ と が で き る よ う に 厚 肉
部 ３ １ を 設 け る こ と で 線 状 突 条 部 １ ０ の 高 さ を 調 節 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 厚 肉 部 ３ １ は 、 線 状 突 条 部 ２ ９ の 、 仕 切 壁 ５ の 底 面 部 ６ お よ び ／ ま た は 湾 曲 面 部 ８
に 相 対 す る 位 置 に 設 け ら れ る こ と が 望 ま し い 。 こ れ は 弁 座 面 の シ ー ル が 最 も 要 求 さ れ る 底
面 部 ６ や 湾 曲 面 部 ８ に お け る シ ー ル 性 を 向 上 さ せ 、 バ ル ブ が 閉 状 態 の と き に 最 も 応 力 の か
か る 部 分 の 線 状 突 条 部 ２ ９ の 強 度 を 向 上 さ せ て 連 続 開 閉 を 行 っ て も 破 損 を 防 止 し て 長 期 間
使 用 で き る た め 好 適 で あ る 。 特 に 湾 曲 面 部 ８ は 、 仕 切 壁 ５ の 立 ち 上 が り 面 ２ １ と 湾 曲 面 部
８ と の 交 差 部 ２ ２ が 加 工 の 都 合 で 僅 か に 突 起 し た 形 状 と な る が 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ８ の 線 状
突 条 部 ２ ９ が 弁 座 面 に 強 く 押 し 潰 さ れ る よ う に 圧 接 さ れ て も 厚 肉 部 ３ １ の 部 分 は あ ま り 潰
れ る こ と が な い た め 、 交 差 部 ２ ２ と 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ と は 一 定 の 距 離 が 保 た れ
る の で 、 湾 曲 面 部 ８ や 底 面 部 ６ で は 交 差 部 ２ ２ が 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ に 当 接 す る
こ と が な い 。 よ っ て 、 連 続 開 閉 を 行 う と き 全 閉 時 に 交 差 部 ２ ２ が 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面
２ ３ に 毎 回 当 接 す る こ と が な い の で 、 従 来 の よ う に 当 接 に よ っ て ダ イ ヤ フ ラ ム ９ が 劣 化 し
て 破 損 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る の で 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ の 駆 動 部 は 、 手 動 式 、 空 気 圧 に よ る 空 気 駆 動 式 （
図 １ ０ 参 照 ） 、 モ ー タ ー な ど に よ る 電 気 駆 動 式 （ 図 示 せ ず ） な ど が あ り 、 い ず れ で も 良 く
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特 に 限 定 さ れ な い 。 空 気 駆 動 式 の 場 合 、 ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ の 手 動 式 で あ る ハ ン ド ル ２ ０
の 代 わ り に 空 動 式 駆 動 部 ３ ８ が 、 ま た 電 気 駆 動 式 の 場 合 、 電 動 式 駆 動 部 （ モ ー タ ー な ど ）
が そ れ ぞ れ ス テ ム ３ ９ に 係 合 さ れ 自 動 式 ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 材 質 は ゴ ム 状 の 弾 性 体 で あ る こ と が 望 ま し く 、 エ チ
レ ン プ ロ ピ レ ン ゴ ム （ 以 下 、 Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ と 記 す ） 、 イ ソ プ レ ン ゴ ム 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 、 ク
ロ ロ ス ル フ ォ ン 化 ゴ ム 、 ニ ト リ ル ゴ ム 、 ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 塩 素 化 ポ リ エ チ レ ン 、
フ ッ 素 ゴ ム な ど が 好 適 な も の と し て 挙 げ ら れ る 。 ま た ダ イ ヤ フ ラ ム ９ は ポ リ プ ロ ピ レ ン （
以 下 、 Ｐ Ｐ と 記 す ） 、 ポ リ ビ ニ リ デ ン フ ル オ ラ イ ド （ 以 下 、 Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ と 記 す ） 、 ポ リ テ ト
ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ 以 下 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ と 記 す ） 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン ・ パ ー フ ル オ ロ
ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 共 重 合 体 （ 以 下 、 Ｐ Ｆ Ａ と 記 す ） な ど の 樹 脂 で あ っ て も 良 く 、 特
に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ に は 強 度 の 高 い 補 強 布 が イ ン サ ー ト さ れ て も 良 く
、 補 強 布 は ナ イ ロ ン 製 （ フ ッ 素 ゴ ム の 場 合 は ポ リ ビ ニ リ デ ン フ ル オ ラ イ ド 製 ） で あ る こ と
が 望 ま し い 。 こ れ は 、 バ ル ブ の 閉 止 時 に ダ イ ヤ フ ラ ム に 流 体 圧 が か か っ た 時 に ダ イ ヤ フ ラ
ム ９ の 変 形 や 破 損 を 防 止 す る た め 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ の 弁 本 体 １ や ボ ン ネ ッ ト １ ５ の 材 質 は 、 ポ リ 塩 化
ビ ニ ル （ 以 下 、 Ｐ Ｖ Ｃ と 記 す ） 、 ポ リ ス チ レ ン 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 Ｐ Ｐ 、 Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ
、 Ｐ Ｆ Ａ 、 ポ リ ク ロ ロ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン な ど の 樹 脂 、 鉄 、 銅 、 銅 合 金 、 真 鍮 、 ア ル ミ
ニ ウ ム 、 ス テ ン レ ス な ど の 金 属 、 ま た は 磁 器 な ど の セ ラ ミ ッ ク 、 い ず れ で も 良 い 。 特 に 、
薬 液 の 配 管 ラ イ ン に は 耐 食 性 に 優 れ る 樹 脂 製 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ が 好 適 に 使 用 さ れ る 。
ま た 、 コ ン プ レ ッ サ １ ４ の 材 質 も 、 樹 脂 製 ま た は 金 属 製 な ど 特 に 限 定 さ れ な い が 、 Ｐ Ｖ Ｄ
Ｆ な ど の 樹 脂 製 が 好 ま し い 。 ま た 、 ス テ ム １ ８ や ス リ ー ブ １ ７ の 材 質 は 、 所 期 の 強 度 を 有
す る 材 質 な ら 特 に 限 定 さ れ な い が 、 鉄 、 銅 、 銅 合 金 、 真 鍮 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ス テ ン レ ス な
ど の 金 属 が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 は 以 上 の よ う に 構 成 し た の で 、 以 下 の 優 れ た 効 果 が 得 ら れ る 。
（ １ ） 弁 座 面 と 突 条 部 の 接 触 面 積 が 小 さ い 状 態 で 強 く 圧 接 し て シ ー ル さ れ る た め 、 従 来 の
突 条 部 の な い 場 合 に 比 べ て ２ ０ ％ ほ ど 高 い シ ー ル 性 を 得 る こ と が で き る 。
（ ２ ） ダ イ ヤ フ ラ ム の 線 状 突 条 部 が 弁 座 面 に 強 く 押 し 潰 す よ う に 圧 接 さ れ て も 、 突 条 部 が
形 成 さ れ て い る こ と で 仕 切 壁 に お け る 上 面 と 立 ち 上 が り 面 の 交 差 部 が ダ イ ヤ フ ラ ム の 線 状
突 条 部 周 辺 の 接 液 面 に 当 接 す る こ と が な い た め 、 従 来 の よ う な 、 連 続 開 閉 を 行 う と き 全 閉
時 に 交 差 部 が 接 液 面 に 毎 回 当 接 す る こ と で ダ イ ヤ フ ラ ム が 劣 化 し て 破 損 す る こ と を 防 止 す
る こ と が で き る 。
（ ３ ） ダ イ ヤ フ ラ ム の 線 状 突 条 部 が 弁 座 面 に 強 く 押 し 潰 す よ う に 圧 接 さ れ て も 、 溝 部 が 形
成 さ れ て い る た め 仕 切 壁 に お け る 上 面 と 立 ち 上 が り 面 の 交 差 部 が ダ イ ヤ フ ラ ム の 線 状 突 条
部 周 辺 の 接 液 面 に 当 接 す る こ と が な く 、 連 続 開 閉 を 行 う と き 全 閉 時 に 交 差 部 が 線 状 突 条 部
周 辺 の 接 液 面 に 毎 回 当 接 す る こ と で ダ イ ヤ フ ラ ム が 劣 化 し て 破 損 す る こ と を 防 止 す る こ と
が で き る 。
（ ４ ） 開 口 部 の 直 径 Ｄ を 小 径 に し て 、 弁 座 深 さ Ｈ を Ｈ ＝ ０ ． １ ８ Ｄ ～ ０ ． ３ １ Ｄ の 範 囲 に
す る と 、 受 圧 面 積 が 小 さ く て バ ル ブ の シ ー ル 性 を 向 上 さ せ る と 共 に バ ル ブ を コ ン パ ク ト に
設 け る こ と が で き 、 流 量 が 確 保 で き 十 分 な Ｃ Ｖ 値 を 維 持 す る と と も に 外 部 漏 れ （ 管 路 外 漏
出 ） を 防 止 す る こ と が で き る 。
（ ５ ） 線 状 突 条 部 に 厚 肉 部 を 設 け る と 、 厚 肉 部 の 弾 性 力 に よ り 線 状 突 条 部 が 弁 座 面 と 強 く
圧 接 さ れ て 高 い シ ー ル 性 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に 厚 肉 部 と 突 条 部 を 併 用 す る こ と に よ
り 、 よ り 高 い シ ー ル 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 願 第 一 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る が 、 本 願 第 一 発
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明 が 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。 図 １ は 第 一 の 実 施 形 態 の ダ イ ヤ フ
ラ ム バ ル ブ を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は
図 １ に お け る ダ イ ヤ フ ラ ム の 接 液 面 側 の 平 面 図 で あ る 。 図 ４ は 図 １ の 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で
あ る 。 図 ５ は 第 一 の 実 施 形 態 の 湾 曲 面 部 を 示 す 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ６ は 図 １ に お
け る ダ イ ヤ フ ラ ム の 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す 接 液 面 側 の 平 面 図 で あ る 。 図 ７ は 同 ダ イ ヤ フ ラ
ム の 第 三 の 実 施 形 態 を 示 す 接 液 面 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 に お い て 、 １ は 口 径 ５ ０ ｍ ｍ の Ｐ Ｖ Ｃ 製 の 弁 本 体 で あ り 、 弁 本 体 １ 上 面 に は 開 口 部 ２
が 設 け ら れ 、 内 部 に 入 口 流 路 ３ 、 出 口 流 路 ４ 及 び 両 流 路 の 中 間 に 位 置 し 、 流 路 を 湾 曲 さ せ
て い る 仕 切 壁 ５ が 設 け ら れ て い る 。 仕 切 壁 ５ の 上 面 に は 、 開 口 部 ２ よ り 低 く 設 け ら れ た 平
面 状 の 底 面 部 ６ と 、 底 面 部 ６ か ら 開 口 部 ２ に 向 か っ て 立 ち 上 が る テ ー パ 状 の 斜 面 部 ７ と 、
底 面 部 ６ と 斜 面 部 ７ と の 間 に 湾 曲 面 部 ８ と が 形 成 さ れ て お り 、 底 面 部 ６ と 斜 面 部 ７ と 湾 曲
面 部 ８ と で 弁 座 面 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の と き 弁 座 幅 Ｗ は １ ０ ｍ ｍ で 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 弁 本 体 １ の 開 口 部 ２ の 直 径 Ｄ と 、 弁 座 深 さ Ｈ は 、 Ｈ ＝ ０ ． ２ １ Ｄ と な る よ う に 設 け ら
れ て い る 。 な お 、 本 発 明 の 斜 面 部 ７ は テ ー パ 状 で あ る が 円 弧 状 で も 良 く 、 円 弧 状 の 場 合 は
曲 率 の 大 き な 円 弧 状 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 仕 切 壁 ５ の 弁 座 面 の 形 状 は 、 開 口 部 ２
を 小 さ く 設 け て 後 記 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 受 圧 面 積 を 小 さ く さ せ 、 ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ が 全 開
状 態 の と き に 弁 座 面 と 後 記 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ か ら 形 成 さ れ る 流 路 の 開 口 面 積 を 大 き く 得 る こ
と が で き る よ う に 上 記 構 成 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ９ は Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 製 の ダ イ ヤ フ ラ ム で あ り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 接 液 面 側 に は 、 弁 本 体 １ の 仕
切 壁 ５ 上 面 の 弁 座 面 に 圧 接 及 び 離 間 さ れ る 線 状 突 条 部 １ ０ と 、 弁 本 体 １ 上 面 の 開 口 部 ２ 周
辺 に 圧 接 さ れ る 環 状 突 条 部 １ １ と が 形 成 さ れ て い る 。 線 状 突 条 部 １ ０ の 頂 点 部 に は 、 線 状
突 条 部 全 体 に 一 定 の 高 の 突 条 部 １ ２ が 設 け ら れ て お り 、 突 条 部 １ ２ の 高 さ ｈ （ 図 ４ 参 照 ）
は 弁 座 幅 Ｗ が １ ０ ｍ ｍ に 対 し て ０ ． １ ２ Ｗ と な る １ ． ２ ｍ ｍ で 設 け ら れ 、 且 つ 突 条 部 １ ２
の 幅 ａ は 線 状 突 条 部 １ ０ の 幅 ｂ の ０ ． ６ 倍 で 設 け ら れ て い る 。 な お 突 条 部 １ ２ は 、 線 状 突
条 部 １ ０ の 両 端 部 付 近 で 徐 々 に 高 さ が 低 く な り 、 環 状 突 条 部 １ １ に 接 す る 端 部 で は 線 状 突
条 部 １ ０ と ほ ぼ 同 じ 高 さ に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 非 接 液 面
側 に は 埋 め 込 み 金 具 １ ３ が 上 部 が 突 出 し た 状 態 で 埋 設 さ れ て お り 、 埋 め 込 み 金 具 １ ３ を 介
し て 後 記 コ ン プ レ ッ サ １ ４ に 係 合 固 定 さ れ て い る 。 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 周 縁 部 は 弁 本 体 １ と
後 記 ボ ン ネ ッ ト １ ５ の 間 で 挟 持 さ れ 、 ボ ン ネ ッ ト １ ５ の 下 面 に よ り 環 状 突 条 部 １ １ が 弁 本
体 １ 上 面 の 開 口 部 ２ 周 辺 に 押 し 潰 さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ ４ は Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ 製 の コ ン プ レ ッ サ で あ り 、 上 部 は 後 記 ス テ ム １ ８ の 下 端 部 に 係 合 固 定 さ
れ て い る 。 １ ５ は 弁 本 体 １ の 上 部 に ボ ル ト ・ ナ ッ ト （ 図 示 せ ず ） で 固 定 さ れ て い る Ｐ Ｖ Ｃ
製 の ボ ン ネ ッ ト で あ り 、 ボ ン ネ ッ ト １ ５ 上 部 中 央 の 貫 通 孔 １ ６ に 銅 合 金 製 の ス リ ー ブ １ ７
が 支 承 さ れ て い る 。 １ ８ は ス リ ー ブ １ ７ の 内 部 に 設 け ら れ た 雌 ネ ジ 部 １ ９ と 螺 合 し て い る
銅 合 金 製 の ス テ ム で あ る 。 ２ ０ は Ｐ Ｐ 製 の ハ ン ド ル で あ り 、 ス リ ー ブ １ ７ の 上 部 外 周 部 に
嵌 合 さ れ 、 ボ ン ネ ッ ト １ ５ の 上 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 第 一 の 実 施 形 態 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ の 作 用 を 図 １ 及 び 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ の 全 開 状 態 か ら ハ ン ド ル ２ ０ を 閉 方 向 に 回 転 す る と 、 ハ ン ド ル ２ ０ の 回 転 に 従 っ て
ス テ ム １ ８ と ス テ ム １ ８ 下 端 部 に 設 け ら れ た コ ン プ レ ッ サ １ ４ が 下 降 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９
は 次 第 に 下 方 に 湾 曲 し て 行 き 、 つ い に は 線 状 突 条 部 １ ０ が 弁 本 体 １ の 仕 切 壁 ５ 上 面 の 弁 座
面 に 圧 接 さ れ 、 入 口 流 路 ３ 及 び 出 口 流 路 ４ が 閉 鎖 さ れ て ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ は 全 閉 状 態 と
な る 。 こ の と き 、 全 閉 状 態 で 弁 座 面 と 突 条 部 １ ２ が 圧 接 さ れ る が 、 突 条 部 １ ２ の 幅 ａ は 線
状 突 条 部 の 幅 ｂ の ０ ． ６ 倍 と 狭 く 設 け ら れ て お り 、 弁 座 面 と 突 条 部 １ ２ の 接 触 面 の 面 積 は
小 さ く な る の で 強 く 圧 接 し て シ ー ル さ れ る た め 、 従 来 の 突 条 部 １ ２ の な い 場 合 に 比 べ て ２
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０ ％ ほ ど 高 い シ ー ル 性 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 突 条 部 １ ２ と 弁 座 面 の 湾 曲 面 部 ８ の 当
接 部 分 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 線 状 突 条 部 １ ０ が 弁 座 面 に 強 く 押 し 潰 す よ う に 圧 接 さ れ て
も 、 線 状 突 条 部 １ ０ の 頂 点 部 か ら 突 出 し た 突 条 部 １ ２ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 仕 切
壁 ５ の 立 ち 上 が り 面 ２ １ と 湾 曲 面 部 ８ の 交 差 部 ２ ２ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 線 状 突 条 部 周 辺
の 接 液 面 ２ ３ と は 、 圧 接 に よ り 潰 れ た 状 態 の 突 条 部 １ ２ 分 の 距 離 が 保 た れ る の で 交 差 部 ２
２ が 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ に 当 接 す る こ と が な い 。 こ の と き 、 交 差 部 ２ ２ と 線 状 突
条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ と の 距 離 は 突 条 部 １ ２ の 高 さ ｈ と 交 差 部 ２ ２ 間 の 弁 座 幅 Ｗ に よ っ て
決 ま り 、 例 え ば 一 定 の 高 さ ｈ の 突 条 部 １ ２ に 対 し て 弁 座 幅 Ｗ が 狭 い と 交 差 部 ２ ２ と 線 状 突
条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ と の 距 離 が 広 く な り 、 弁 座 幅 Ｗ が 広 い と 交 差 部 ２ ２ と 線 状 突 条 部 周
辺 の 接 液 面 ２ ３ と の 距 離 が 狭 く な る 。 そ の た め 、 突 条 部 １ ２ の 高 さ ｈ を ０ ． ０ ５ Ｗ ～ ０ ．
１ ５ Ｗ の 範 囲 内 に 設 け る こ と に よ り 、 交 差 部 ２ ２ と 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ と が 確 実
に 当 接 し な い よ う に す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 連 続 開 閉 を 行 う と き 全 閉 時 に 交 差 部 ２ ２
が 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ に 毎 回 当 接 し な い た め 、 従 来 の よ う に 当 接 す る こ と で ダ イ
ヤ フ ラ ム ９ が 劣 化 し て 破 損 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に ハ ン ド ル ２ ０ を 開 方 向 に 回 転 す る と 、 ハ ン ド ル ２ ０ の 回 転 に 従 っ て ス テ ム １ ８ と ス
テ ム １ ８ 下 端 部 に 設 け ら れ た コ ン プ レ ッ サ １ ４ が 上 昇 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ の 線 状 突 条 部 １
０ は 弁 座 面 か ら 離 間 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ９ は 次 第 に 上 方 に 湾 曲 し て 開 限 度 位 置 ま で 上 昇 し 入
口 流 路 ３ 及 び 出 口 流 路 ４ が 開 放 さ れ ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ は 全 開 状 態 （ 図 １ の 状 態 ） と な る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 開 口 部 ２ の 直 径 Ｄ を 小 径 に し て 、 弁 座 深 さ Ｈ を Ｈ ＝ ０ ． １ ８ Ｄ ～
０ ． ３ １ Ｄ の 範 囲 内 に 設 け て い る た め 、 受 圧 面 積 が 小 さ く て バ ル ブ の シ ー ル 性 が 向 上 さ れ
る 。 ま た 、 バ ル ブ を コ ン パ ク ト に 設 け る こ と が で き 、 流 量 が 確 保 で き 十 分 な Ｃ Ｖ 値 を 維 持
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 第 二 の 実 施 形 態 の ダ イ ヤ フ ラ ム に つ い て 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ２ ４ は Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 製 の ダ イ ヤ フ ラ ム で あ り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ４ の 接 液 面 側 に は 、 線 状 突 条
部 ２ ５ と 、 環 状 突 条 部 ２ ６ と が 形 成 さ れ て い る 。 線 状 突 条 部 ２ ５ の 、 仕 切 壁 ５ の 湾 曲 面 部
８ に 相 対 す る 位 置 に は 突 条 部 ２ ７ が 流 路 軸 線 を 基 準 に し て 対 称 に 、 線 状 突 条 部 ２ ５ に 対 し
て 徐 々 に 高 さ を 変 え て 山 な り に 形 成 さ れ る よ う に 設 け ら れ て お り 、 突 条 部 ２ ７ の 最 も 高 く
な る 部 分 の 高 さ ｈ は １ ． ２ ｍ ｍ で 設 け ら れ 、 且 つ 突 条 部 １ ２ の 幅 ａ は 線 状 突 条 部 １ ０ の 幅
ｂ の ０ ． ６ 倍 で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 第 二 の 実 施 形 態 の ダ イ ヤ フ ラ ム の 作 用 に つ い て 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 バ ル ブ が 閉 状 態 の と き 、 弁 座 面 の 湾 曲 面 部 ８ と 線 状 突 条 部 ２ ５ の 突 条 部 ２ ７ が 接 触 面 積
が 小 さ い 状 態 で 強 く 圧 接 し て シ ー ル さ れ る た め 、 最 も シ ー ル 性 が 要 求 さ れ る 湾 曲 面 部 ８ が
高 い シ ー ル 性 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 突 条 部 ２ ７ と 弁 座 面 の 湾 曲 面 部 ８ の 当 接 部 分 は
、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ４ の 線 状 突 条 部 ２ ５ が 弁 座 面 に 強 く 押 し 潰 す よ う に 圧 接 さ れ て も 、 湾 曲
面 部 ８ に 相 対 し た 線 状 突 条 部 ２ ５ の 頂 点 部 か ら 突 出 し た 突 条 部 ２ ７ が 設 け ら れ て い る こ と
に よ り 、 仕 切 壁 ５ の 交 差 部 ２ ２ と ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ４ の 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ と は 圧
接 に よ り 潰 れ た 状 態 の 突 条 部 ２ ７ 分 の 距 離 が 保 た れ る の で 、 湾 曲 面 部 ８ で は 交 差 部 ２ ２ が
線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ に 当 接 す る こ と が な い 。 よ っ て 、 連 続 開 閉 を 行 う と き 全 閉 時
に 交 差 部 ２ ２ が 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ に 毎 回 当 接 し な い た め 、 従 来 の よ う に 当 接 す
る こ と で ダ イ ヤ フ ラ ム ９ が 劣 化 し て 破 損 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 第 三 の 実 施 形 態 の ダ イ ヤ フ ラ ム に つ い て 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 ２ ８ は Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 製 の ダ イ ヤ フ ラ ム で あ り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ８ の 接 液 面 側 に は 、 線 状 突 条
部 ２ ９ と 、 環 状 突 条 部 ３ ０ と が 形 成 さ れ て い る 。 線 状 突 条 部 ２ ９ の 、 仕 切 壁 ５ の 湾 曲 面 部
８ に 相 対 す る 位 置 に は 線 状 突 条 部 ２ ９ を 厚 肉 と し た 厚 肉 部 ３ １ が 流 路 軸 線 を 基 準 に し て 対
称 に 設 け ら れ て お り 、 厚 肉 部 ３ １ の 最 も 厚 く な る 部 分 の 高 さ は 非 厚 肉 部 の 高 さ に 対 し て ３
． ８ 倍 で 設 け ら れ 、 且 つ 断 面 半 径 が 厚 肉 部 ３ １ の 断 面 半 径 は 非 厚 肉 部 の 断 面 半 径 の ２ ． ９
倍 で 設 け ら れ て い る 。 こ の 線 状 突 条 部 ２ ９ の 頂 点 部 全 体 に は 一 定 の 高 さ の 突 条 部 ３ ２ が 設
け ら れ て お り 、 突 条 部 ３ ２ の 高 さ ｈ は １ ． ２ ｍ ｍ で 設 け ら れ 、 且 つ 線 状 突 条 部 ２ ９ の 厚 肉
部 ３ １ の 最 も 肉 厚 の 厚 い 箇 所 に お い て 突 条 部 ３ ２ の 幅 ａ は 線 状 突 条 部 ２ ９ の 幅 ｂ の ０ ． ４
倍 に な る よ う に 設 け ら れ 、 線 状 突 条 部 ２ ９ の 中 央 に お い て 突 条 部 ３ ２ の 幅 ａ は 線 状 突 条 部
２ ９ の 幅 ｂ の ０ ． ７ 倍 に な る よ う に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 突 条 部 ３ ２ は 、 線 状 突 条 部 ２
９ の 両 端 部 付 近 か ら 徐 々 に 高 さ が 低 く な り 、 環 状 突 条 部 ３ ０ に 接 す る 端 部 で は 線 状 突 条 部
２ ９ と ほ ぼ 同 じ 高 さ に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 第 三 の 実 施 形 態 の ダ イ ヤ フ ラ ム の 作 用 に つ い て 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 バ ル ブ が 閉 状 態 の と き 、 線 状 突 条 部 ２ ９ の 厚 肉 部 ３ １ の 弾 性 力 に よ り 弁 座 面 の 湾 曲 面 部
８ と 強 く 圧 接 さ れ る た め 、 高 い シ ー ル 性 を 得 る こ と が で き る に 加 え て 、 弁 座 面 と 突 条 部 ３
２ が 線 接 触 に よ り 接 触 面 積 が 小 さ い 状 態 で 強 く 圧 接 し て シ ー ル さ れ る た め 、 よ り 高 い シ ー
ル 性 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 突 条 部 ３ ２ と 弁 座 面 の 湾 曲 面 部 ８ の 当 接 部 分 は 、 線 状 突
条 部 ２ ９ が 弁 座 面 に 強 く 押 し 潰 す よ う に 圧 接 さ れ て も 、 湾 曲 面 部 ８ に 相 対 す る 位 置 に 厚 肉
部 ３ １ が 設 け ら れ 、 さ ら に 線 状 突 条 部 ２ ９ の 頂 点 部 か ら 突 出 し た 突 条 部 ３ ２ が 設 け ら れ て
い る こ と に よ り 、 仕 切 壁 ５ の 交 差 部 ２ ２ と ダ イ ヤ フ ラ ム ２ ８ の 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２
３ と は 、 圧 接 さ れ て も あ ま り 潰 れ る こ と の な い 厚 肉 部 ３ １ と 圧 接 に よ り 潰 れ た 状 態 の 突 条
部 ３ ２ 分 の 距 離 が 保 た れ る の で 、 湾 曲 面 部 ８ で は 交 差 部 ２ ２ が 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２
３ に 当 接 す る こ と が な い 。 よ っ て 連 続 開 閉 を 行 う と き 全 閉 時 に 交 差 部 ２ ２ が 線 状 突 条 部 周
辺 の 接 液 面 ２ ３ に 毎 回 当 接 す る こ と で ダ イ ヤ フ ラ ム ９ が 劣 化 し て 破 損 す る こ と を 防 止 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 厚 肉 部 ３ １ は 圧 縮 に 対 す る 強 度 が 高 く な る た め 線 状 突 条 部 ２ ９ が 補
強 さ れ 、 連 続 開 閉 に よ っ て 最 も 劣 化 し や す い 線 状 突 条 部 ２ ９ が 破 損 す る こ と な く 長 期 間 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 本 願 第 二 発 明 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ８ は 第 二 発 明 に お け る ダ イ ヤ
フ ラ ム の 第 一 実 施 形 態 を 示 す 接 液 面 側 の 平 面 図 で あ る 。 図 ９ は 仕 切 壁 の 湾 曲 面 部 を 示 す 要
部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 本 願 第 二 発 明 の 実 施 形 態 に お い て ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ の 構
成 は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム を 除 い て 第 一 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 同 様 の 構 成 要
素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ３ ３ は Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 製 の ダ イ ヤ フ ラ ム で あ り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ３ の 接 液 面 側 に は 、 線 状 突 条
部 ３ ４ と 、 環 状 突 条 部 ３ ４ と が 形 成 さ れ て い る 。 線 状 突 条 部 ３ ４ の 両 側 に 位 置 す る 接 液 面
に は 、 線 状 突 条 部 ３ ４ と 平 行 に 溝 部 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 溝 部 ３ ６ は 湾 曲 面 部 ８ の 交 差
部 ２ ２ に 相 対 す る 位 置 が 最 も 深 く な る よ う に 設 け ら れ て お り 、 弁 閉 塞 時 、 仕 切 壁 ５ に お け
る 上 面 と 立 ち 上 が り 面 ２ １ の 交 差 部 ２ ２ が 溝 部 底 面 ３ ７ に 当 接 し な い よ う に 形 成 さ れ て い
る （ 図 ９ の 状 態 ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 線 状 突 条 部 ３ ４ に は 図 ７ に 示 す 第 一 発 明 の ダ イ ヤ フ ラ ム と 同 様 に 厚 肉 部 が 設 け ら
れ て も 良 い 。 そ の 構 成 、 作 用 に つ い て は 前 記 と 同 じ で あ る の で 説 明 と 図 面 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 本 ダ イ ヤ フ ラ ム の 作 用 に つ い て 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 バ ル ブ が 閉 状 態 の と き 、 線 状 突 条 部 ３ ４ と 弁 座 面 の 湾 曲 面 部 ８ の 当 接 部 分 は 、 図 ９ に 示
す よ う に 湾 曲 面 部 ８ の 交 差 部 ２ ２ に 相 対 し た 位 置 は 溝 部 ３ ６ に よ り 交 差 部 ２ ２ と 溝 部 底 面
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３ ７ に 一 定 の 距 離 が 保 た れ る た め 、 線 状 突 条 部 ３ ４ が 弁 座 面 に 強 く 押 し 潰 す よ う に 圧 接 さ
れ た と し て も 仕 切 壁 ５ の 交 差 部 ２ ２ が ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ３ の 溝 部 底 面 ３ ７ と 線 状 突 条 部 周 辺
の 接 液 面 ２ ３ に 当 接 す る こ と が な い 。 よ っ て 、 連 続 開 閉 を 行 う と き 全 閉 時 に 交 差 部 ２ ２ が
溝 部 底 面 ３ ７ と 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面 ２ ３ に 毎 回 当 接 し な い た め 、 従 来 の よ う に 当 接 す
る こ と で ダ イ ヤ フ ラ ム ９ が 劣 化 し て 破 損 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 本 願 第 二 発 明
の 他 の 作 用 は 第 一 発 明 の 第 一 実 施 形 態 の 作 用 と 同 様 で あ る の で 説 明 は 省 略 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 願 第 一 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に お け る ダ イ ヤ フ ラ ム の 接 液 面 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 第 一 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 の 湾 曲 面 部 を 示 す 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に お け る ダ イ ヤ フ ラ ム の 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す 接 液 面 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に お け る ダ イ ヤ フ ラ ム の 第 三 の 実 施 形 態 を 示 す 接 液 面 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 願 第 二 発 明 に お け る 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す ダ イ ヤ フ ラ ム の 接 液 面 側 の 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 本 願 第 二 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 の 湾 曲 面 部 を 示 す 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 空 気 駆 動 式 の ダ イ ヤ フ ラ ム バ ル ブ を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の ダ イ ヤ フ ラ ム 弁 を 示 す 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の ダ イ ヤ フ ラ ム 弁 の ダ イ ヤ フ ラ ム の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ … 弁 本 体
２ … 開 口 部
３ … 入 口 流 路
４ … 出 口 流 路
５ … 仕 切 壁
６ … 底 面 部
７ … 斜 面 部
８ … 湾 曲 面 部
９ … ダ イ ヤ フ ラ ム
１ ０ … 線 状 突 条 部
１ １ … 環 状 突 条 部
１ ２ … 突 条 部
１ ３ … 埋 め 込 み 金 具
１ ４ … コ ン プ レ ッ サ
１ ５ … ボ ン ネ ッ ト
１ ６ … 貫 通 孔
１ ７ … ス リ ー ブ
１ ８ … ス テ ム
１ ９ … 雌 ネ ジ 部
２ ０ … ハ ン ド ル
２ １ … 立 ち 上 が り 面
２ ２ … 交 差 部
２ ３ … 線 状 突 条 部 周 辺 の 接 液 面
２ ４ … ダ イ ヤ フ ラ ム
２ ５ … 線 状 突 条 部
２ ６ … 環 状 突 条 部
２ ７ … 突 条 部
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２ ８ … ダ イ ヤ フ ラ ム
２ ９ … 線 状 突 条 部
３ ０ … 環 状 突 条 部
３ １ … 厚 肉 部
３ ２ … 突 条 部
３ ３ … ダ イ ヤ フ ラ ム
３ ４ … 線 状 突 条 部
３ ５ … 環 状 突 条 部
３ ６ … 溝 部
３ ７ … 溝 部 底 面
３ ８ … 空 気 式 駆 動 部
３ ９ … ス テ ム
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(15) JP 2007-298065 A 2007.11.15


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

